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地
域
の
課
題
と

公
共
交
通
を
め
ぐ
る
環
境
変
化

　
（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
で
は
２
０
１
６
年

度
（
平
成
28
年
度
）
よ
り
「
自
動
運
転
車
の

観
光
振
興
へ
の
利
活
用
に
関
す
る
研
究
」
を

行
い
、
旅
行
者
の
自
動
運
転
へ
の
ニ
ー
ズ
調

査（
注
）
や
社
会
実
験
を
進
め
る
地
域
の
視

察
を
行
っ
て
き
た
。

　

社
会
実
験
導
入
地
域
の
多
く
は
、
過
疎
化

や
高
齢
化
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と
い
っ
た
課

題
に
直
面
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
ツ
ー
ル

と
し
て
自
動
運
転
技
術
の
公
共
交
通
へ
の
活

用
を
想
定
し
て
い
る
。
本
特
集
で
紹
介
し
た

永
平
寺
町
（
特
集
３
）
や
珠
洲
市
（
特
集
４
）

の
事
例
も
そ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
特
集
４
で
金
沢
大
学
・
菅
沼
准

教
授
が
言
及
し
た
よ
う
に
一
般
道
路
を
含
め

た
自
動
運
転
技
術
の
確
立
に
は
今
し
ば
ら
く

の
時
間
が
か
か
る
し
、
法
制
度
や
社
会
受
容

性
の
点
で
も
、
我
が
国
の
場
合
相
当
な
時
間

が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
間
も

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
は
進
行
し
て
い
く
。

　

自
動
運
転
の
取
材
の
過
程
で
も
、
多
く
の

地
域
で
社
会
実
験
と
並
行
し
て
過
疎
化
に
対

応
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

特
集
１
で
首
都
大
学
東
京
・
清
水
教
授

が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
近
年
の
地
域
交
通
を

め
ぐ
る
環
境
変
化
は
め
ま
ぐ
る
し
く
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）、

自
動
運
転
と
い
っ
た
分
野
で
の
技
術
進
歩
、

ま
た
法
制
面
で
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（B

u
s R

apid
 

T
ransit

）、
貨
客
混
載
、
公
共
交
通
空
白
地

有
償
運
送
と
い
っ
た
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム

を
促
進
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
る
。

　

旅
行
市
場
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
国
内

旅
行
と
を
問
わ
ず
個
人
旅
行
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
化

が
進
む
中
で
、
宿
泊
施
設
や
地
域
に
所
在
す

る
観
光
資
源
へ
の
到
達
手
段
と
し
て
公
共
交

通
が
健
在
で
あ
る
こ
と
は
観
光
地
経
営
の
視

点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
地
域
の
観
光
事
業

者
に
と
っ
て
も
、
交
通
施
策
に
無
関
心
で
は

い
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

本
特
集
は
、
こ
う
し
た
環
境
変
化
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
、
過
疎
地
域
や
地
方
都
市
に

お
い
て
公
共
交
通
を
梃
子
に
地
域
振
興
や
観

光
振
興
を
進
め
て
い
る
事
例
を
中
心
に
紹
介

し
て
い
る
。
多
く
の
事
例
で
、
公
共
交
通
の

主
目
的
は
地
域
住
民
の
足
の
確
保
で
あ
り
、

観
光
需
要
は
＂従
＂
の
立
場
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
の
事
例
で
も
公
共
交
通
の
維
持
に
観
光
は

一
定
の
貢
献
を
し
て
い
る
し
、
期
待
さ
れ
て

も
い
る
。

　

公
共
交
通
の
維
持
に
観
光
需
要
を
ど
う
取

り
込
ん
で
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
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な
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
本
特
集
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
そ
の
可
能
性
と
課
題
に
つ
い
て
整

理
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

観
光
需
要
取
り
込
み
へ
の

可
能
性
と
課
題

（
特
集
１・
２
）

　

特
集
１
で
清
水
教
授
は
、
将
来
的
な
自
動

運
転
車
普
及
へ
の
期
待
を
述
べ
た
上
で
、
当

面
の
地
域
交
通
の
課
題
と
し
て
、
観
光
需
要

を
取
り
込
む
た
め
の
路
線
修
正
の
必
要
性
、

観
光
客
へ
の
協
力
金
制
度
の
活
用
の
可
能

性
、
中
山
間
地
域
な
ど
の
観
光
地
で
の
住
民

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
実
現
、

移
動
自
体
の
楽
し
み
を
追
求
し
た
本
源
需
要

と
な
り
得
る
車
両
へ
の
改
装
に
つ
い
て
挙
げ

て
い
る
。

　

特
集
２
で
福
島
大
学
・
吉
田
准
教
授
は
、

「
旅
行
者
と
地
域
を
結
び
つ
け
る
公
共
交
通

の
可
能
性
」
と
し
て
、
①
観
光
シ
ー
ン
に
応

え
る
路
線
バ
ス
の
見
せ
方
、
②
公
共
交
通
と

地
域
資
源
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
の
２
点
に
絞

り
、
会
津
若
松
市
の
「
ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス
」

の
事
例
な
ど
を
引
き
合
い
に
具
体
的
に
述
べ

て
い
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
路
線
バ
ス
ナ
ン
バ

リ
ン
グ
、
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
分
か
り
や
す

さ
と
い
っ
た
基
本
要
素
の
改
善
を
挙
げ
、
②

に
つ
い
て
は
、「
中
核
的
商
品
」
と
し
て
の
「
酒

蔵
」
を
公
共
交
通
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
取

り
組
み
「
企
画
乗
車
券
お
ち
ょ
こ
パ
ス
」
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
社
会
実
験
で

は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
旅
行
者
の
回
遊
行

動
と
滞
在
地
点
の
分
析
が
行
わ
れ
、
酒
蔵
が

旅
行
者
の
関
心
を
惹
き
付
け
る
「
中
核
的
商

品
」
と
な
り
得
る
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
て

い
る
。

事
例
に
み
る
観
光
需
要
取
り
込
み
の

特
長
と
課
題

（
特
集
３
）

　

特
集
３
で
は
、
地
域
交
通
の
維
持
あ
る
い

は
活
性
化
に
取
り
組
む
具
体
的
事
例
を
６
件

紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
各
事
例
に
お
け

る
観
光
対
応
の
特
長
と
課
題
に
つ
い
て
概
括

す
る
（
永
平
寺
町
は
後
述
）。

　

事
例
１
の
京
丹
後
市
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」

は
、
過
疎
地
に
お
い
て
自
家
用
車
を
活
用
し

た
「
公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
」
を
、
米

国
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
社
の
配
車
ア
プ
リ
を
用
い
て
実

現
し
た
事
例
で
、
観
光
利
用
は
約
２
割
と
さ

れ
る
。
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
利
便
性
の

点
で
効
果
が
大
き
く
、
ア
プ
リ
を
介
す
る
こ

と
で
多
言
語
対
応
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
対

応
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
移
動
状
況
の
把
握
、
直

前
予
約
可
能
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ま
た
、「
ド
ラ
イ
バ
ー
憲
法
十
七
条
」
の
制
定

な
ど
安
全
指
導
も
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
地
域

貢
献
の
意
識
の
高
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
い
こ

と
も
観
光
客
に
と
っ
て
は
魅
力
的
で
あ
る
。

観
光
利
用
を
増
や
す
上
で
は
、
到
着
地
は
市

内
全
域
だ
が
、
出
発
地
を
旧
丹
波
町
に
限
定

し
て
い
る
点
が
課
題
で
あ
り
、
旧
丹
波
町
地

区
に
鉄
道
駅
が
な
い
こ
と
か
ら
、
宿
泊
者
で

な
け
れ
ば
利
用
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　

事
例
２
の
男
鹿
半
島
の
「
な
ま
は
げ
シ
ャ

ト
ル
」
は
、
定
期
観
光
バ
ス
路
線
の
撤
退
を

受
け
て
地
域
協
議
会
が
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
を

運
行
し
た
事
例
で
あ
る
。
分
類
上
は
不
特
定

多
数
を
運
ぶ
こ
と
か
ら
「
乗
合
バ
ス
」
で
あ

り
、
決
め
ら
れ
た
経
路
を
予
約
の
有
無
に
応

じ
て
不
定
期
に
運
行
す
る
「
路
線
不
定
期
運

行
」
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
路
線
は
、
主
要
観

光
地
点
の
み
に
停
留
所
を
設
け
て
い
る
こ
と

か
ら
利
用
の
ほ
と
ん
ど
が
観
光
客
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
利
用
者
数
お
よ
び
便
数
を
増
や

し
て
い
く
上
に
は
、
前
日
ま
で
と
い
う
予
約

条
件
、
停
留
所
の
観
光
地
点
へ
の
限
定
を
緩

和
し
て
地
域
住
民
需
要
の
取
り
込
み
も
必
要

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

乗
合
バ
ス
の
「
路
線
不
定
期
運
行
」
や
「
区

域
運
行
（
路
線
を
定
め
ず
予
約
の
あ
る
場
合

の
み
区
域
内
を
運
行
）」、
あ
る
い
は
前
記
「
公

共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
」
に
つ
い
て
は
、

地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど
に
お
い
て
合
意
を

得
る
こ
と
が
手
続
き
簡
素
化
や
事
業
認
可
の

要
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
会
議
に
出

席
す
る
既
存
交
通
事
業
者
の
合
意
を
得
る
過

程
で
、
新
し
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
大
胆
に
導

入
す
る
こ
と
が
難
し
い
側
面
が
あ
る
。
今
後
、

過
疎
地
で
の
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い

る
既
存
事
業
者
に
と
っ
て
、
新
規
交
通
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
需
要
創
造
効
果
や
既
存
路
線
と

の
相
乗
効
果
に
つ
い
て
検
証
作
業
が
重
要
と

な
る
だ
ろ
う
。

　

事
例
３
の
岐
阜
市
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
、２
０
０
３

年
（
平
成
15
年
）
の
路
面
電
車
撤
退
を
機
に
、

抜
本
的
な
交
通
政
策
の
見
直
し
の
中
で
計
画

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
幹
線
・
支
線
の
再
編
と
、

連
節
バ
ス
の
幹
線
へ
の
投
入
が
計
画
的
に
行

わ
れ
て
い
る
。
観
光
面
で
は
、
幹
線
を
象
徴

す
る
連
節
バ
ス
の
魅
力
、
バ
ス
路
線
の
定
時

性
と
速
達
性
を
高
め
て
い
る
点
、
土
・
日
曜

日
は
病
院
線
を
市
街
地
の
ル
ー
プ
線
に
切
り

替
え
て
い
る
点
、
積
極
的
な
フ
リ
ー
切
符
の

造
成
な
ど
が
優
れ
た
点
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
「
ア
ユ
カ
」
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
分
析
な
ど
の
路
線

再
編
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
先
進
的
だ
が
、

残
念
な
が
ら
市
外
客
が
多
く
利
用
す
る
Ｓ
ｕ

ｉ
ｃ
ａ
や
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
で
利
用
で
き
な
い
た
め
観
光
客
の
行
動
分
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り
角
も
全
く
違
和
感
な
く
走
行
し
、
や
が
て

来
る
自
動
運
転
時
代
を
予
感
さ
せ
る
に
十
分

で
あ
っ
た
。
全
長
60 

km
に
及
ぶ
実
験
ル
ー
ト

は
、
福
祉
施
設
な
ど
の
住
民
需
要
と
道
の
駅

や
海
水
浴
場
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
将
来
的
に

は
能
登
空
港
、
和
倉
温
泉
、
金
沢
方
面
へ
と

延
伸
す
る
構
想
も
あ
る
。
自
動
運
転
で
想
定

す
る
利
用
者
は
高
齢
過
疎
地
域
の
＂次
世
代

交
通
手
段
＂
と
し
て
の
住
民
利
用
を
中
心
に

据
え
つ
つ
も
、
観
光
需
要
や
宅
配
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
複
合
す
る
こ
と
が
事
業
化

に
は
必
須
と
同
氏
は
述
べ
た
。
そ
し
て
、
そ

う
し
た
軽
快
な
動
き
が
で
き
る
交
通
事
業
者

の
存
在
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
成

功
事
例
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

本
特
集
は
、
近
年
の
地
域
交
通
を
め
ぐ
る

動
き
を
や
や
粗
目
に
点
描
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
要
素
も
多
い
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、「
本
源
需
要
」
に
か

か
る
魅
力
あ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
交
通
景
観

の
あ
り
方
、
あ
る
い
は
よ
り
広
域
で
み
た
公

共
交
通
網
の
あ
り
方
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、

過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
地
域
交
通

を
維
持
し
活
性
化
す
る
た
め
の
施
策
を
立
案

す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
観
光
需

要
を
強
く
意
識
し
、
具
体
的
な
利
用
シ
ー
ン

を
思
い
描
く
こ
と
が
よ
り
重
要
に
な
る
だ
ろ

う
。
本
特
集
が
地
域
の
交
通
施
策
と
観
光
施

策
を
取
り
結
ぶ
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
し
お
や　

ひ
で
お
）

（
注
） 「
自
動
運
転
車
の
観
光
利
用
に
関
す
る
意
識
調
査
～

消
費
者
の
自
動
運
転
へ
の
態
度
と
ニ
ー
ズ
～
」
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永平寺門前

に
は
店
頭
に
並
ぶ
。
市
で
は
、
出
荷
品
の
品

質
管
理
に
留
意
を
し
つ
つ
、
将
来
的
に
東
京

市
場
に
販
売
店
舗
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
し

て
い
る
。

地
域
交
通
の
将
来
を
担
う

自
動
運
転
と
観
光
需
要

（
特
集
３・４
）

　

特
集
３
の
「
永
平
寺
参
ろ
ー
ど
」
は
、
全

国
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
自
動
運
転
の
実

証
実
験
の
中
で
も
自
治
体
の
前
向
き
な
取
り

組
み
が
目
立
つ
事
例
で
あ
る
。
経
済
産
業
省

の
「
地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
」
に
も
選
定

さ
れ
、
県
や
大
手
製
造
業
と
共
同
で
の
実
証

実
験
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
京
福
電
鉄
永
平

寺
線
の
廃
線
跡
で
あ
る
参
ろ
ー
ど
に
自
動
運

転
車
（
カ
ー
ト
型
Ｅ
Ｖ
）
を
走
ら
せ
、
廃
線
沿

い
に
住
む
高
齢
者
な
ど
の
足
と
し
て
の
利
用

と
、
沿
線
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
永
平
寺
を

訪
れ
る
観
光
利
用
の
相
乗
り
を
想
定
し
て
い

る
。
同
町
の
伊
藤
氏
は
、
自
動
運
転
の
事
業

化
に
向
け
て
は
自
治
体
、
交
通
事
業
者
、
住

民
、
観
光
客
の
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
と

し
て
い
る
。

　

特
集
４
で
は
、
珠
洲
市
で
大
規
模
な
自
動

運
転
の
社
会
実
験
を
進
め
て
き
た
菅
沼
准
教

授
に
取
材
し
た
。
そ
の
際
、
実
験
車
両
に
同

乗
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
市
街
地
の
曲
が

析
が
難
し
い
点
は
課
題
で
あ
る
。

　

明
知
鉄
道
の
食
堂
車
は
、
地
域
の
飲
食
店

や
酒
蔵
の
協
力
の
下
で
地
産
地
消
の
食
事
を

提
供
し
て
い
る
事
例
で
あ
り
、
全
国
の
ロ
ー

カ
ル
線
で
増
加
し
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
列
車
の

先
駆
け
的
存
在
で
あ
る
。
沿
線
人
口
が
減
少

す
る
中
で
、
こ
の
食
堂
車
事
業
が
経
営
面
、

運
行
本
数
の
維
持
な
ど
、
明
知
鉄
道
の
存
続

に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
事
業
存
続
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
参
加
す
る
飲
食
店
な
ど
の
負

担
に
な
ら
な
い
た
め
の
配
慮
に
あ
る
だ
ろ

う
。
集
客
安
定
の
た
め
の
四
季
折
々
の
広
報
、

リ
ピ
ー
ト
し
た
く
な
る
価
格
設
定
、
原
則
と

し
て
料
理
提
供
の
マ
ー
ジ
ン
を
取
ら
ず
、
地

産
地
消
を
志
向
し
つ
つ
も
地
元
産
に
限
定

し
な
い
柔
軟
な
対
応
な
ど
で
あ
る
。
今
後
の

課
題
と
し
て
は
、
拡
大
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

市
場
へ
の
対
応
が
あ
り
、
郵
便
局
で
の
事
前

振
込
や
、
外
国
人
に
合
っ
た
食
事
内
容
の
リ

サ
ー
チ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

高
山
市
と
京
王
電
鉄
に
よ
る
貨
客
混
載
事

業
は
、
バ
ス
路
線
維
持
や
物
流
産
業
に
お
け

る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
対
策
の
域
を
超
え
た
も

の
で
、
地
場
産
品
の
大
都
市
圏
で
の
販
路
拡

大
や
観
光
魅
力
の
訴
求
を
目
的
と
し
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。
バ
ス
の
運
行
か
ら
店
頭
で
の

販
売
ま
で
を
京
王
電
鉄
グ
ル
ー
プ
が
一
貫
し

て
担
っ
て
お
り
、
朝
採
れ
野
菜
が
翌
日
の
朝
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